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安全上のご注意

オーバーフロー管
（水抜き栓）
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各部の名称

（別途）

外観図

構造図

手洗吐水栓

ボールタップ本体

ロータンクレバー

ロータンク（陶器）

サイホン管

アングル止水栓（別途）

便器

便座

オーバオーフロー管
（水抜栓兼用）

浮玉

手洗（陶器）

⑧手洗吐水栓
②手洗ふた
⑥レバー
⑤ボールタップ本体
①ロータンク本体
⑮サイホン管
④フラッパーゴム
⑬洗浄ノズル

便座（別途）

⑩ボウル

⑨便器本体

⑭ソーサパッキン

⑪ソーサハウジング

⑫ソーサ皿（便皿）

⑦通水管

⑯排水用フレキシブル
ホース

③オーバーフロー管
（水抜き栓兼用）
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ご使用上のご注意
1 便器にはトイレットペーパー以外の物
（新聞紙、ティッシュペーパー、紙おむ
つ、生理用品等）は流さないでください。

2 ロータンクのなかにペーパーやごみ等
いれないでください。

 ※洗浄ノズルが詰まり、便器の洗浄性が悪くなりま
　す。配管内でつまりの原因になります。

3 便槽の流入口がふさがる前に汲み取り
を行なってください。

 （通常毎月1回以上汲み取りが必要です。）
 ※便槽が満杯になりますと操作機能に支障をきた

　します。

4 この便器は、簡易水洗便器（1回の洗浄水は
約350cc）のため公共下水道や浄化槽へ
の直結は出来ません。

 ※直結した場合汚水が流れず配管が詰まります。

5 給水音が大きい場合、手洗水のハネが
きつい場合、水道水圧が高いことによるもので
す。止水栓を絞ってください。

6 便ふた・ロータンク・手洗吐水洗にもたれない
でください。

 ※破損の原因になります。

7 便器に暖房用ヒーター、ストーブを近づけすぎないでください。
 ※変色や変形の原因になります。

便器本体

横引き管

流入口以下に

専用便槽

絞る

アングル止水栓
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ご使用方法
1 構造と特長（5ページ構造図参照）

1.ロータンクレバー⑥をひくと、ロータンク本体①の底のフラッパーゴム④が開
き、通水管⑦に水が流れます。

2.水は通水管⑦を通って便器に設けられた洗浄ノズル⑬から勢いよく噴出し、便
器のボウル⑩全面をまんべんなく洗い流します。

3.洗浄水の重みで、ボウル⑩底のソーサ皿⑫が自然に下に開き汚物をいっしょに
洗い落とし、洗浄水は便槽に貯留されます。

4.ソーサ皿⑫はシーソー式のおもりによって元にもどり、下からの悪臭や虫の侵
入を防ぎます。

このように、ジャレットは薬品や電気などをまったく使わないシステムです。した
がって故障も少なく、いつまでも気持ちよくご愛用いただけます。但しボールタッ
プのパッキンおよびフラッパーゴム・ソーサ皿・ジャバラパッキン等は消耗品で
すので必要に応じ有償で交換させていただきます。

2 洗浄水の流し方
ロータンクレバーを矢印の方向に引くと洗浄水が流れます。ソーサ皿は洗浄水の
重みで自然に開きます。
【洗浄の目安】
●大便の場合
レバーを約1秒間矢印の向きにいっぱい引い
てから手をはなしてください。
ご使用前に少しレバーを引いて便器をぬらし
ておくか、便器の底に少量のトイレットペー
パーを敷いておくと、あとの洗浄がより効果
的です。
●小便の場合
レバーを矢印の向きにいっぱい引いてからす
ぐ手をはなしてください。

注意
レバーを引いたままにしていますとタンク
内のフラッパーゴムが開きっぱなしになり
水が出っぱなしになり便槽がすぐに満杯に
なります。

3 手洗い方法（手洗い付きの場合）
手洗い水は、洗浄水として流した分とほぼ同
等の水量がでます。

洗浄
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お手入れ
1 ソーサ皿の清掃
ソーサ皿表面や、これに接するボウルの付
着物を柔らかいスポンジ等でよく洗い落と
してください。（通常毎月1回以上）

2 ボールタップの点検、清掃
手洗いからの水の出が悪いときは、
ストレーナーにゴミが詰まってい
ることが考えられます。
（手順）
　　1.アングル止水栓を閉める。（給水を止める）
　　2.モンキーレンチまたはスパナで袋ナットを
　　　ゆるめる。
　　3.ストレーナーのゴミの除去をする。
　　4.ストレーナーを元どおりにいれ袋ナットを
　　　締め付けてください。
　　　※寒冷地等にはストレーナーの無い場合があります。

3 ロータンクや便座、便ふた等の樹脂の汚れには必ず中性洗剤を使用
してください。洗った後は、水でよく洗い流してください。
プラスチック・ゴム部品がいたんで、使用できなくなる原因になります。

4 シンナー、ベンジン、殺虫剤、防臭剤、芳香剤あ
るいは特定の香料を含有するものなどは、使用
しないでください。
薬品により、便器及び便槽（プラスチック製）を傷めるこ
とがあります。
パッキン等を痛め水もれの原因になります。
（便器に水がたまらなくなるおそれがあります）

注意

注意
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● 掃除用ブラシの使い方
・ソーサ皿を押し下げて図のよう
に掃除用ブラシを入れて掃除し
てください。

 こんなときは、タンクの水を抜いてください。
・寒冷地で、タンクや配管の水が凍る恐れのある場合
・旅行などで、長い間トイレを使用しなくなる場合

 一般仕様の場合
＜手順＞
1.アングル止水栓を閉める（給水を止める）
2.ロータンクのふたを持ち上げタンク内に手
　が入るようにする。
3.ロータンク内のオーバーフロー管（水抜兼用）
　をねじるように引き抜く。
※貯水する時は、この逆の手順でおこなってください。
　オーバーフロー管はねじ込むように確実に差し込んで
　ください。
注意　オーバーフロー管を抜く場合、タンク内部品に注意
　　　して作業してください。

お手入れ

ロータンクの水抜き作業

オーバオーフロー管
（水抜き栓兼用）

抜く

アングル止水栓

手洗吐水栓



故障かな？と思ったとき
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アフターサービスについて
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■アフターサービスのお問い合わせ（フリーダイヤル）
受付時間／9：00～18：00　定休日／土、日、祝日
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仕　様

　　　　　　　●本体

  ※暖房便座及び、サワレット（温水洗浄便座）の仕様は
  　それぞれの説明書をお読みください。

　　

寸　法

幅 360mm
奥　行 745mm

高　さ 728mm（手洗無）
862mm（手洗付）

材　質

便　器 陶器製
タンク 陶器製
便　座 ABS・PP樹脂
ソーサ皿 ABS

一回の洗浄水量 約350cc
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